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「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
い
て

全
国
で
創
生
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
は
着
実
に
進
展
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
人
手
不
足
が
起
こ
っ
て
い
る
。
東
京
圏

に
お
け
る
民
間
企
業
で
は
、
募
集
を
か
け
て
も
人
財

が
集
ま
ら
な
い
た
め
、
従
業
員
の
負
担
増
、
事
業
機

会
の
喪
失
等
の
弊
害
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

で
、
企
業
の
中
に
は
、
全
社
員
正
社
員
化
、
年
3
回

賞
与
、
就
業
時
間
の
短
縮
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
優

秀
な
人
財
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
出

て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
民
間
企
業
の
こ
う
し
た
思
い
切
っ
た
人

財
確
保
策
を
自
治
体
の
場
合
は
と
れ
な
い
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
人
事
評
価
制
度
も
活
用
し
て
職
員
一

人
ひ
と
り
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
業
務
の
内
容

や
や
り
方
を
見
直
し
て
仕
事
そ
の
も
の
を
思
い
切
っ

て
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

自
治
体
の
行
政
現
場
で
行
っ
て
い
る
業
務
は
、

サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
施
設
に
し
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
国
の
定
め
た
個
別
法
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ

の
個
別
法
を
み
る
と
、
条
文
の
末
尾
の
表
現
が
、
①

「
〇
〇
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
②
「
〇
〇
を
す

る
も
の
と
す
る
」、
③
「
〇
〇
を
す
る
よ
う
に
努
め

る
」、
④
「
〇
〇
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
４
通

り
と
な
っ
て
い
る
。
①
は
、「
但
し
書
き
」
に
よ
る

例
外
の
明
記
が
な
い
限
り
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
②
は
、
①
の
よ
う
な
義
務
づ
け
で
は
な

く
、
原
則
や
方
針
の
提
示
で
あ
り
、
合
理
的
な
理
由

が
あ
れ
ば
行
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
③
は
、
現
実

的
な
対
応
と
し
、
そ
の
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
④
は
、
そ
う
す
る
こ
と

に
法
的
な
裏
づ
け
が
あ
る
が
、
そ
う
し
て
も
、
そ
う

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
で
き

る
。そ

こ
で
、
各
係
・
課
に
与
え
ら
れ
て
い
る
所
掌
事

務
（
〇
〇
に
関
す
る
こ
と
）
と
各
職
員
が
分
担
し
て

い
る
業
務
の
う
ち
、
上
記
の
①
に
該
当
す
る
も
の
は

何
か
を
特
定
し
、
そ
れ
以
外
の
業
務
を
、
気
が
つ
か

な
い
ま
ま
①
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
総

点
検
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
地
域

課
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
自
治
体
の
判
断
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
業
務
を
洗
い
出
し
、
①
以
外
に
つ

い
て
は
廃
止
・
休
止
・
縮
小
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ

れ
は
、
法
務
的
検
討
に
よ
る
減
量
作
戦
で
あ
り
、
当

然
、
住
民
の
納
得
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

う
え
で
、
職
員
は
自
治
体
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
仕

事
を
キ
ビ
キ
ビ
、テ
キ
パ
キ
と
処
理
す
る
の
で
あ
る
。 

自
治
体
に
は
、
個
別
法
に
規
定
が
な
く
と
も
地
域

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
う
え
で
必
要
な
事
務
事
業
が

あ
る
。
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
見

直
し
改
革
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
仕

事
の
減
量
作
戦
は
容
易
で
は
な
い
が
、
人
口
減
少
時

代
へ
の
適
応
策
と
し
て
避
け
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

人
手
不
足
と
仕
事
の
見
直
し

製紙業の発達により古くから花火の
生産が盛んな市川三郷町。江戸時
代には日本三大花火の一つとして数
えられていた市川大門の花火が、平
成元年に「神明の花火」として甦る。
毎年８月７日の「花火の日」には約
２万発の花火が披露され、夏の夜空
を華やかに彩る。
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会
長
代
行
に
岩
田
氏（
千
葉
県
町
村
会
長

東

庄

町

長

）、金
森
氏（
富
山
県
町
村
会
長

舟

橋

村

長

）、石
橋
氏（
島
根
県
町
村
会
長

邑

南

町

長

）を
選
任

全
国
町
村
会
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全
国
町
村
会
は
7
月
27
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
副

会
長
及
び
監
事
の
選
任
を
行
い
、
副
会
長
11
名
及
び
監
事
4
名
を
選
任
し
た
。
副
会

長
は
「
全
国
町
村
会
の
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
の
選
任
に
関
す
る
規
程
」
に
よ

り
、
全
国
9
地
区
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
候
補
者
を
選
任
。
監
事
は
東
部
、
中
部
、
西

部
の
3
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
3
名
及
び
会
長
が
指
名
す
る
外
部
監
事
1
名
を
選
任

し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
7
月
31
日
か
ら
2
年
間
。

　

理
事
会
で
は
、
選
任
さ
れ
た
新
任
副
会
長
代
表
の
一
瀬
政
太
長
崎
県
町
村
会
長
と

退
任
副
会
長
代
表
の
渡
邊
廣
吉
新
潟
県
町
村
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
ま
た
、
荒
木

次
期
全
国
町
村
会
長
（
熊
本
県
町
村
会
長
）
か
ら
、
今
期
で
退
任
す
る
藤
原
全
国
町

村
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
）
を
顧
問
に
委
嘱
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
満
場
一

致
で
了
承
さ
れ
た
（
顧
問
へ
の
委
嘱
手
続
き
は
7
月
31
日
以
降
、
書
面
に
よ
る
理
事

会
で
行
う
予
定
）。
最
後

に
退
任
す
る
藤
原
会
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
理
事
会
を

閉
会
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
に
は
正

副
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、

会
長
代
行
副
会
長
に
岩
田

利
雄
千
葉
県
町
村
会
長
、

金
森
勝
雄
富
山
県
町
村
会

長
、
石
橋
良
治
島
根
県
町

村
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

新
任
副
会
長
・
監
事
名
簿

副
会
長
（
会
長
代
行
）

　

千
葉
県
町
村
会
長�

　

岩い
わ
た田　

利と
し
お雄

　（
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
長
）

　

富
山
県
町
村
会
長�

　

金か
な
も
り森　

勝か
つ
お雄

　（
富
山
県
中
新
川
郡
舟
橋
村
長
）

　

島
根
県
町
村
会
長　

�

石い
し
ば
し橋　

良り
ょ
う
じ治

　（
島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
長
）

副
会
長

　

北
海
道
町
村
会
長�

　

棚た
な
の野　

孝た
か
お夫

　（
北
海
道
白
糠
郡
白
糠
町
長
）

　

岩
手
県
町
村
会
長�

　

山や
ま
も
と本　

賢け
ん
い
ち一

　（
岩
手
県
九
戸
郡
軽
米
町
長
）

　

秋
田
県
町
村
会
長�　

佐さ

さ

き
々
木　

哲て
つ
お男

　（
秋
田
県
雄
勝
郡
東
成
瀬
村
長
）

　

栃
木
県
町
村
会
長�

　

古こ
ぐ
ち口　

達た
つ
や也

　（
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
長
）

　

愛
知
県
町
村
会
長�　

大お
お
す
か

須
賀　

一い
っ
せ
い誠

　（
愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
長
）

　

滋
賀
県
町
村
会
長�

　

伊い
と
う藤　

定さ
だ
む勉

　（
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町
長
）

　

高
知
県
町
村
会
長�

　

池い
け
だ田　

洋ひ
ろ
み
つ光

　（
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
長
）

　

長
崎
県
町
村
会
長�

　

一い
ち
の
せ瀬　

政ま
さ
た太

　
（
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
長
）

監
　
事

　

山
形
県
町
村
会
長�

　

髙た
か
は
し橋　

重し
げ
み美

　（
山
形
県
最
上
郡
最
上
町
長
）

　

三
重
県
町
村
会
長�

　

谷た
に
ぐ
ち口　

友と
も
み見

　（
三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
長
）

　

佐
賀
県
町
村
会
長�

　

末す
え
や
す安　

伸の
ぶ
ゆ
き之

　（
佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
長
）

　

弁
護
士　
　
　
　
　

�

小お
ざ
わ澤　

徹て
つ
お夫

▲�新任副会長を代表して挨拶する一瀬長崎県
町村会長
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世
界
の
国
際
観
光
客
数
は
　
　

7
年
連
続
増
加

第
Ⅰ
部
は
平
成
28
年
の
世
界
の
観
光
の

動
向
に
つ
い
て
。
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）、
2
0
1
7
（
平
成
29
）

年
1
月
の
発
表
で
は
、
2
0
1
6
（
平
成

28
）
年
の
世
界
全
体
の
国
際
観
光
客
は
前

年
よ
り
4
、
6
0
0
万
人
増
の
12
億
3
、

5
0
0
万
人
（
対
前
年
比
3
・
9
％
増
）

と
な
り
、12
・
4
億
人
を
記
録
し
た
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
減
少
し
た

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
以
降
、
7
年
連

続
で
の
増
加
で
あ
る
。

国
際
観
光
客
受
入
数
の
地
域
別
シ
ェ
ア

は
、
依
然
と
し
て
欧
州
が
過
半
数
を
占
め

て
い
る
が
、
過
去
10
年
間
で
は
5
・
5
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
は
、
2
0
0
6
（
平
成

18
）
年
に
19
・
4
％
で
あ
っ
た
が
、

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
は
5
・
1
ポ
イ

ン
ト
増
の
24
・
5
％
に
ま
で
拡
大
し
て
お

り
、
特
に
著
し
い
成
長
を
見
せ
て
い
る
。

米
州
は
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
か
ら

16
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
中
東
、
ア

フ
リ
カ
は
、
と
も
に
5
％
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。

U
N
W
T
O
の
国
際
観
光
客
数
の
年
平

均
伸
び
率
の
予
測
に
よ
る
と
、
2
0
1
0

（
平
成
22
）～
2
0
2
0（
平
成
32
）年
は
、

南
ア
ジ
ア
が
6
・
8
%
、
北
東
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
が
5
％
台
後
半
と
、
ア
ジ
ア

地
域
の
高
い
伸
び
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
の
外
国
人
旅

行
者
受
入
数
は
、
前
年
に
引
き
続
き
、
フ

ラ
ン
ス
が
8
、
4
4
5
万
人
で
1
位
、
米

国
が
7
、
7
5
1
万
人
で
2
位
、
ス
ペ
イ

ン
が
6
、8
2
2
万
人
で
３
位
で
あ
っ
た
。

日
本
は
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
の
1
、

３
4
1
万
人
（
22
位
（
ア
ジ
ア
で
7
位
））

か
ら
1
、
9
7
4
万
人
（
16
位
（
ア
ジ
ア

で
5
位
））
と
な
り
、
人
数
、
順
位
と
も

に
上
昇
し
た
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
　
　

好
調
に
増
加

日
本
の
観
光
の
動
向
は
ど
う
か
。

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
は
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た

2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
の
1
、
9
7
4

万
人
を
さ
ら
に
上
回
り
、
2
、
4
0
4
万

人
（
対
前
年
比 

21
・
8
％
増
）
と
な
り
、

4
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数
は
、

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
に
お
い
て
1
、

7
1
2
万
人
（
前
年
比
5
・
6
％
増
）
と

な
り
、
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
以
来
4

年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

国
内
旅
行
に
つ
い
て
は
、2
0
1
6（
平

成
28
）
年
に
お
い
て
宿
泊
旅
行
が
3
億

2
、
5
6
6
万
人
（
対
前
年
比
4
・
0
％

増
）、
日
帰
り
旅
行
が
延
べ
3
億
1
、

5
4
2
万
人
（
対
前
年
比
8
・
1
％
増
）

と
な
っ
た
。

一
方
、
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
の
延

べ
宿
泊
者
数
は
4
億
9
、
4
1
8
万
人
泊

（
前
年
比
2
・
0
%
）
で
、
そ
の
う
ち
、

日
本
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
4
億
2
、

３
３
0
万
人
泊
（
前
年
比
3
・
5
%
減
）

と
な
っ
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
が
悪
く
、

前
年
と
比
べ
て
連
休
の
期
間
が
短
か
っ
た

こ
と
等
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
7
、

0
8
8
万
人
泊
（
前
年
比
8
・
0
%
増
）

で
あ
っ
た
。

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
の
客
室
稼
働

率
は
、
全
国
で
60
・
0
%
で
、
特
に
、
東

京
都
、
大
阪
府
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
79
・

4
%
、
84
・
1
％
と
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

　

観
光
立
国
推
進
法
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
平
成
29
年
版
観
光
白
書
は
、
4
部

構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
Ⅰ
部
は
平
成
28
年
観
光
の
動
向
、
第
Ⅱ
部
は
「
持
続

可
能
な
賑
わ
い
を
有
す
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
で
重

視
す
べ
き
取
組
に
つ
い
て
、
第
Ⅲ
部
は
平
成
28
年
度
に
講
じ
た
施
策
、
第
Ⅳ
部

は
平
成
29
年
度
に
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
第

Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

政  

策  

解  

説

平
成
29
年
版
観
光
白
書

変
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

　
　持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ

変
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

　
　持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
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変
化
し
た
観
光
市
場

第
Ⅱ
部
は
「
持
続
可
能
な
賑
わ
い
を
有

す
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
」
が
テ
ー

マ
。
過
去
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
事
例
か

ら
必
要
な
取
組
や
要
素
を
学
び
、
そ
れ
を

全
国
各
地
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
額
は
、

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
に
は
3
・
7
兆

円
に
達
し
、
年
々
伸
び
て
い
る
が
、
国
内

旅
行
消
費
は
、
2
0
1
0
（
平
成
22
）
年

以
降
、
約
20
兆
円
と
横
ば
い
で
推

移
。
国
内
旅
行
市
場
と
訪
日
外
国

人
旅
行
市
場
の
位
置
づ
け
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

旅
行
に
つ
い
て
は
、
団
体
旅
行

の
減
少
、
列
車
利
用
の
増
加
、
ま

た
S
N
S
等
で
映
像
を
見
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
る
な
ど
の
変
化

が
見
ら
れ
る
が
、
国
内
旅
行
者
が

求
め
る
ニ
ー
ズ
の
上
位
は
「
温
泉

旅
行
」、「
自
然
観
光
」、「
グ
ル
メ
」、

「
歴
史
・
文
化
観
光
」、「
テ
ー
マ

パ
ー
ク
」と
変
わ
ら
ず
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
し
て

い
る
だ
け
で
賑
わ
い
を
持
続
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
地
域
が
有
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
活
用
す
る

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

成
功
事
例
①
熱
海

温
泉
を
主
た
る
観
光
資
源
と
す
る
地
域

の
取
組
事
例
と
し
て
熱
海
を
紹
介
す
る
。

熱
海
は
、
大
正
時
代
に
は
別
荘
地
と
し
て

栄
え
、
1
9
6
0
年
代
に
は
全
国
有
数
の

観
光
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
。
バ
ブ
ル

期
に
も
企
業
等
の
研
修
旅
行
等
の
受
け
皿

と
し
て
多
く
の
宿
泊
者
数
を
誇
っ
て
い
た

が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
団
体
客
が
減
少
し
、

個
人
旅
行
を
獲
得
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
い
た
。

宿
泊
者
数
が
長
期
的
に
低
迷
す
る
危
機

的
な
状
況
の
中
、市
長
を
座
長
と
す
る「
熱

海
市
観
光
戦
略
会
議
19
」
を
設
置
し
、
長

期
的
な
観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
こ

ろ
か
ら
再
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
将
来

の
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
う
る
若
年
層
（
と

く
に
女
性
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
地
域

共
通
の
方
針
を
決
定
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
下
、
行
政
は
遊
歩
道
の
整
備
・

無
電
柱
化
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
情
報
番

組
誘
致
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
。
民

間
事
業
者
は
宿
泊
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
（
N
P
O
法
人

a
t
a
m
i
s
t
a
）
に
よ
る
熱
海
の
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
た
。

結
果
、
団
体
旅
行
の
受
け
皿
と
い
う
旧

来
型
の
温
泉
地
か
ら
脱
し
、2
0
1
1（
平

成
23
）
年
を
底
に
宿
泊
者
数
は
回
復
傾
向

に
。
G
D
P
に
つ
い
て
も
2
0
1
0
（
平

成
22
）
年
を
底
に
上
昇
し
て
い
る
。
地
方

税
収
は
長
期
的
な
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
以
降
は
下

げ
止
ま
っ
て
い
る
。

熱
海
の
事
例
か
ら
は
、
ト
ッ
プ
も
含
め

た
行
政
機
関
と
地
域
の
関
係
者
が
集
ま
る

会
議
を
設
立
し
、
地
域
を
め
ぐ
る
環
境
変

化
に
よ
る
危
機
意
識
の
共
有
と
、
行
政
と

民
間
が
連
携
し
て
取
り
組
む
共
通
の
計
画

の
策
定
を
示
唆
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

成
功
事
例
②
日
光
・
伊
勢

歴
史
・
文
化
を
主
た
る
観
光
資
源
と
す

る
地
域
の
取
組
事
例
と
し
て
日
光
と
伊
勢

を
紹
介
す
る
。

日
光
は
、
世
界
的
に
も
著
名
な
歴
史
・

文
化
資
源
、自
然
資
源
の
存
在
と
と
も
に
、

日
光
街
道
、
J
R
線
、
東
武
線
等
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
充
実
も
あ
り
、
長
期
的
に
安

定
し
た
観
光
客
数
を
維
持
し
て
い
た
が
、

1
9
9
３
（
平
成
5
）
年
を
ピ
ー
ク
に
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
観
光
客
数
は
激
減

し
た
。
そ
こ
で
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
標

と
し
て
行
政
と
民
間
が
連
携
。
ブ
ラ
ン
ド

推
進
会
議
設
立
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ラ
ン

策
定
、
行
政
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
民

間
事
業
者
と
の
協
働
で
情
報
発
信
を
実
施

し
た
結
果
、観
光
入
込
客
数
や
地
域
の「
稼

ぎ
」
が
回
復
傾
向
と
な
っ
た
。

伊
勢
市
に
お
け
る
観
光
客
数
・
宿
泊
者

数
は
、
20
年
に
1
回
の
伊
勢
神
宮
の
式
年

遷
宮
の
た
び
に
、
短
期
間
だ
け
観
光
客
数

が
急
増
し
、
そ
の
後
定
常
状
態
に
な
る
こ

と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
こ
で
行
政
と

民
間
が
連
携
。
ハ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ

フ
ト
施
策
・
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
継
続

的
に
強
化
し
た
。
さ
ら
に
歴
史
の
価
値
を

正
し
く
伝
え
る
取
組
を
強
化
し
、
正
し
い

参
拝
の
方
法
や
伊
勢
神
宮
の
歴
史
等
を
詳

細
に
解
説
し
て
い
る
「
伊
勢
神
宮
の
紹
介

資料：日本政府観光局（JNTO）資料に基づき観光庁作成 
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を
中
心
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成

し
た
。
結
果
、「
歴
史
・
文
化
を
楽
し
め
る
」

イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
宿
泊
者
数

は
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
を
底
に
増
加

傾
向
に
あ
り
、
地
方
税
収
に
つ
い
て
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。

日
光
の
事
例
か
ら
は
、
世
界
遺
産
登
録

と
い
う
共
通
の
目
標
を
き
っ
か
け
に
地
元

行
政
と
地
元
企
業
等
が
連
携
し
、
歴
史
・

文
化
資
産
を
磨
き
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
確
立
し
て
い
く
意
識
を
統
一
し
た
こ
と

が
示
唆
と
し
て
得
ら
れ
る
。
伊
勢
の
事
例

か
ら
は
、
式
年
遷
宮
と
い
う
注
目
度
の
高

い
イ
ベ
ン
ト
を
目
標
と
し
て
、
鉄
道
事
業

者
、
旅
行
業
者
が
行
政
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

成
功
事
例
③
富
良
野

自
然
環
境
を
主
た
る
観
光
資
源
と
す
る

地
域
の
取
組
事
例
と
し
て
富
良
野
を
紹
介

す
る
。

富
良
野
市
は
、
1
9
7
0
年
代
の
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
の
中
で
観
光
客
数
を
伸
ば

し
、
ワ
イ
ン
や
チ
ー
ズ
と
い
っ
た
農
業
振

興
と
の
連
携
や
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」

に
よ
り
通
年
型
観
光
に
シ
フ
ト
し
、
第
2

次
の
ブ
ー
ム
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
、富
良
野
市
・

美
瑛
町
・
上
富
良
野
町
・
中
富
良
野
町
・

南
富
良
野
町
・
占
冠
村
の
6
市
町
村
に
よ

り
富
良
野
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
誘
客
、
滞
在
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を「
地
域
住
民
」

「
道
内
」「
道
外
」「
海
外
」
に
区
分
し
、「
海

外
」
に
つ
い
て
は
、
台
湾
・
香
港
を
中
心

に
東
南
ア
ジ
ア
も
含
め
た
30
～
50
歳
の
リ

ピ
ー
タ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
家
族
層

で
ス
キ
ー
客
を
中
心
と
す
る
な
ど
、
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

観
光
協
会
や
行
政
に
英
語
や
中
国
語
が

で
き
る
人
を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
民
間
へ

の
サ
ポ
ー
ト
強
化
、
夏
は
花
観
光
と
日
本

で
の
特
別
な
体
験
、
冬
は
冬
の
体
験
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
現
地
P
R
等
を
実
施
し
た

結
果
、
地
方
税
収
の
増
加
が
継
続
し
て
い

る
。
富
良
野
の
事
例
か
ら
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
た
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
と
し
て
得
ら
れ
る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に

必
要
な
も
の
は

こ
れ
ら
の
事
例
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら

れ
る
こ
と
と
し
て
は
、「
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
連
動
し
た

ソ
フ
ト
対
策
の
実
施
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
」
の

３
点
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
不
可

欠
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が

「
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
」
で
あ
る
。
観

光
資
源
の
世
界
遺
産
登
録
、
回
遊
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
等
観
光
資
源
に
応
じ
た
工
夫

が
必
要
で
、
行
政
や
公
的
機
関
、
観
光
関

連
以
外
の
企
業
も
含
め
た
幅
広
い
企
業
等

地
域
の
関
係
者
が
参
加
す
る
会
議
の
場
を

設
立
し
、会
議
参
加
者
間
で
議
論
を
重
ね
、

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
、
関
係
者
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
目
標

と
、
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
中
期

的
な
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と
が
有
益
で
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て
は
広
域
連

携
に
よ
る
取
組
が
重
要
と
な
る
。

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
連
動
し
た
ソ
フ
ト

対
策
の
実
施
」
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ

ン
ツ
提
供
等
の
ソ
フ
ト
対
策
と
と
も
に
、

街
路
整
備
や
無
電
柱
化
、
駅
施
設
の
整
備

や
ホ
テ
ル
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
実
施
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
」
は
、
国
内
・
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
問
わ
ず
、
重
点
的
な
集
客
対
象

と
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の

提
供
を
集
中
的
・
効
果
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
示
唆
の
実
現
に
は
、
ま
ず
は

地
方
の
観
光
の
舵
取
り
を
す
る
法
人
組

織
、
D
M
O
を
設
立
し
て
適
切
に
運
営
す

る
こ
と
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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平
生
町
の
概
要

本
町
は
、本
州
最
西
端
山
口
県
の
東
南
部
、

室
津
半
島
の
西
側
で
瀬
戸
内
海
に
位
置
し
て

お
り
、
年
間
を
通
じ
て
雨
の
少
な
い
、
瀬
戸

内
海
性
気
候
の
温
暖
な
町
で
す
。

こ
の
地
に
人
々
が
住
み
つ
い
た
の
は
縄
文

時
代
中
期
（
約
４
千
５
百
年
前
）
で
、
町
内

に
は
、
広
島
県
・
山
口
県
で
は
最
大
の
前
方

後
円
墳
や
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
女
王
を

葬
っ
た
古
墳
、
瀬
戸
内
地
方
で
最
大
規
模
の

縄
文
時
代
の
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
初
代
天
皇
と
さ
れ
る
「
神

武
天
皇
」
が
立
ち
寄
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が

残
る
箕み

山や
ま

や
、
聖
徳
太
子
の
御
尊
父
で
あ
る

用
明
天
皇
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
「
神
峰
山　

般は
ん

若に
ゃ

寺じ

」
な
ど
、
歴
史
上
の
重
要
人
物
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
古
代
よ
り
、
安
住
の
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
人
口
は
、
約
１
万
３
千
人
弱
。
そ

の
約
４
割
を
高
齢
者
が
占
め
、
年
少
人
口
は

約
１
割
と
、
全
国
的
に
も
早
い
ペ
ー
ス
で
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
健
康
寿
命
が
山
口
県
内
第
１
位
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
６
割
以
上
の
人
が

子
育
て
環
境
に
満
足
、
７
割
以
上
の
人
が
住

み
良
さ
に
満
足
（
※
）
と
回
答
し
て
お
り
、

健
康
で
安
心
し
て
長
生
き
で
き
る
町
で
す
。

（
※
平
成
26
年
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
よ
り
）

ま
た
、
平
成
24
年
に
は
、
近
隣
自
治
体
で

あ
る
岩
国
市
に
、
日
本
で
２
番
目
の
軍
民
共

用
空
港
と
し
て
「
岩
国
錦
帯
橋
空
港
」
が
開

港
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
東
京
ま
で
の
時
間

距
離
が
、
約
５
時
間
か
ら
約
２
時
間
30
分
に

短
縮
さ
れ
た
こ
と
で
交
通
ア
ク
セ
ス
も
大
幅

に
向
上
、
都
市
部
か
ら
の
さ
ら
な
る
観
光
需

要
の
高
ま
り
や
、
移
住
・
定
住
促
進
も
期
待

△

「
大
星
山
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
in
ひ
ら
お
」の
ゴ
ー
ル
地
点（
大
星
山
山
頂
か
ら
望
む
瀬
戸
内
海
の
島
々
）

山口県

平生町

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

平ひ
ら

生お

町ち
ょ
う

山
口
県
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さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
全
国
的
な

地
方
創
生
の
動
き
も
相
ま
っ
て
、平
成
27
年
、

「
平
生
町
未
来
戦
略
」
を
策
定
。
現
在
、
人

口
減
少
を
克
服
す
る
と
と
も
に
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
は
、
昭
和
60
年
に
制
定
し

た
、「
平
生
町
民
憲
章
」
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
こ
の
町
民
憲
章
に
沿
っ
て
、
本
町
の

取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
生
町
民
憲
章

一　

�

自
然
を
大
切
に
し�

環
境
を
と
と
の
え�

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

本
町
を
訪
れ
る
際
、
ま
ず
目
に
留
ま
る
の

は
山
稜
に
連
な
る
７
基
の
真
っ
白
な
風
力
発

電
用
風
車
。
本
町
の
風
土
等
を
活
か
し
、
平

成
16
年
に
１
基
、
平
成
21
年
に
６
基
が
民
間

事
業
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
る
な
ど
、
環
境
負
荷
の
低
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
が
進
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
昭
和
50
年
代
初
頭
か
ら
、
有
機
農

法
等
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
害
虫
の
天
敵
を
導
入
す
る
こ
と
で

農
薬
散
布
を
極
限
ま
で
減
ら
し
、
ア
ル
ギ
ッ

ト
（
海
草
）
な
ど
の
有
機
肥
料
を
施
し
て
育

て
た
安
全
・
安
心
の
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん
」

は
、
濃
厚
な
甘
み
が
特
徴
で
、
現
在
も
、
み

か
ん
は
も
ち
ろ
ん
、「
ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん
」

の
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
と
と

も
に
町
の
特
産
品
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
町
内
産
の
農
海
産
物
な
ど
を

販
売
す
る
「
ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン
タ
ー
」
は
、

平
成
10
年
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
町
が
建
設
・
運
営
を
始
め
、
平
成
17
年
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
、
現
在
は
民
間

事
業
者
が
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
の
有
無

等
に
よ
り
野
菜
に
三
ツ
星
制
度
を
導
入
し

て
、
町
内
産
の
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
野
菜

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一　

�

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み�

き
ま
り
を
守
り�

健
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

本
町
に
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
毎
年

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。「
平
生
町
駅
伝
競
走
大
会
」
は
そ
の
一

つ
で
、
町
内
の
小
中
学
生
か
ら
地
元
企
業
、

近
年
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
の
参

加
も
あ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
は
「
永
大
産
業
サ
ッ
カ
ー

部
」
と
い
う
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
）、
現
在
の
Ｊ
リ
ー
グ
に
相
当
す
る

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
存
在
し

ま
し
た
。
昭
和
47
年
に
創
部

し
、
わ
ず
か
２
年
で
Ｊ
Ｓ
Ｌ
に

昇
格
、
翌
年
に
は
天
皇
杯
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
準
優
勝
、
昭
和
52

年
に
廃
部
と
い
う
「
伝
説
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
」
で
す
。

廃
部
後
は
、
選
手
の
一
部
が

指
導
者
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
文

化
を
育
み
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
な
ど

多
く
の
選
手
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

「
我
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
根
付
か
せ
、

育
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
地
域
交
流
を
推
進
す
べ
く
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
を

△「室津半島」の山稜に連なる風力発電施設

△メガソーラー（太陽光発電施設）

△

平
生
町
農
産
物

△

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
レ
ノ
フ
ァ
山
口
」
の

選
手
を
講
師
に
迎
え
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
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開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
本
町
の
地
形
や
イ
ン

フ
ラ
を
活
か
し
た
「
大
星
山
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ス
タ
in
ひ
ら
お
」
や
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｏ
風
緑
マ

ラ
ソ
ン
」
な
ど
の
、
民
間
主
導
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス

ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興
の

取
組
も
増
え
て
い
ま
す
。

一　

�

思
い
や
り
と�

感
謝
の
心
を
も
ち�

温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

地
域
で
は
、「
お
た
が
い
さ
ま
」の
精
神
で
、

多
く
の
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
に
参
画
し
、
高
齢
者
へ
の
支
援
、
子
育

て
支
援
、
学
校
と
連
携
し
た
教
育
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、「
年
越
し
そ
ば
配
食
事
業
」

で
す
。平
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
、

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
大
人
の
み
な

ら
ず
小
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
も
一
緒
に

な
っ
て
、
毎
年
12
月
31
日
に
お
年
寄
り
の
単

身
世
帯
に
年
越
し
そ
ば
を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
携
わ
っ
た
小
学
生
の
一
人
は
、

そ
の
後
も
地
域
や
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
継
続
、そ
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
27
年
に
第
19
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
賞
（
ア
ワ
ー
ド
）（
※
）
を
受
賞
し

た
６
団
体
６
名
の
う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

一　

�

勤
労
を
と
う
と
び�

活
力
に
み
ち
た�

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

現
在
の
町
の
中
心
部
は
、
江
戸
時
代
ま
で

海
で
し
た
。
当
時
、
こ
の
地
域
を
治
め
て
い

た
大
野
毛
利
氏
が
行
っ
た
平
生
開
作
に
よ

り
、堤
防
に
よ
っ
て
海
水
が
堰
き
止
め
ら
れ
、

広
大
な
１
４
０
ha
の
干
拓
地
（
現
在
の
平
生

町
中
心
部
の
平
生
平
野
）が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
海
面
よ
り
も
低
い
開
作
地
へ
の
海

水
の
侵
入
を
防
ぎ
雨
水
を
排
除
す
る
た
め
、

当
時
と
し
て
は
最
新
技
術
と
い
わ
れ
る
オ
ラ

ン
ダ
技
法
を
用
い
て
造
ら
れ
た
「
土
手
町
南な
ん

蛮ば
ん

樋ひ

」
は
、
近
年
の
河
川
改
修
工
事
に
よ
り

惜
し
ま
れ
つ
つ
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
に
は
改
修
後
の
河
川
の
横
に
移
築
復
元

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
町
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
新
た
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
先
人
の
方
々
の
開
拓
精
神

と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
築
か
れ
た
平
野
部

に
は
、
通
勤
・
通
学
に
便
利
な
こ
と
か
ら
住

宅
地
や
商
業
地
が
密
集
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
と
す
る
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
際
貿
易
港
「
平
生
港
」
が
あ
り
、

工
業
団
地
に
は
、
木
材
加
工
や
金
属
加
工
な

ど
の
関
連
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
豊
か
な
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
本
町

で
は
古
く
か
ら
漁
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
過
疎
化
と

高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
そ
の

伝
統
の
継
承
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
近
年
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

若
者
に
よ
る
水
産
業
の
復
活
に
挑
む
事
業
者

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
水
産
加
工
品
開
発
や
、
未
利
用
資
源

の
製
品
化
な
ど
に
よ
り
競
争
力
の
高
い
商
品

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
発
さ
れ
た
新

商
品
は
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
平
生

町
へ
の
ご
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
対
す

る
町
か
ら
の
お
礼
の
品
と
し
て
提
供
し
て
お

り
、
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
瀬
戸
内
海
に
は
世
界
最
小
の

△
移
築
復
元
さ
れ
た
「
土
手
町
南
蛮
樋
」

△イタリアの伝統
調味料を再現し
たイワシの魚醤
（瀬戸内コラト
ゥーラ）

△こだわりの伝統
製法で加工され
た瀬戸内海産の
いりこ

△

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る
ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ツ
ア
ー

△�永大産業サッカー部の偉
業について執筆された本
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ク
ジ
ラ
「
ス
ナ
メ
リ
」
が
生
息
し
、
本
町
の

有
人
離
島
「
佐さ

合ご
う

島じ
ま

」
は
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
美
し
い
海
は
観
光

資
源
と
し
て
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
に
よ
っ
て
起
業
さ

れ
た
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
ツ
ア
ー
や
、

子
ど
も
が
生
き
る
術
を
学
ぶ
冒
険
学
校
な
ど

も
始
ま
り
、
新
た
な
観
光
産
業
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

一　

�

文
化
を
創
造
し�
若
い
力
を
育
て�

伸
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も
は
地

域
の
宝
」
と
い
う
考
え
に
よ
り
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
取
組
が
各
地
区
や

団
体
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
連

携
す
る
「
平
生
町
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
運
営
委

員
会
」
が
発
足
し
、
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を

見
守
り
育
て
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
活
動
と
し
て
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
や
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
取
組
が
評

価
さ
れ
、「
平
成
25
年
度
優
れ
た
「
地
域
に

よ
る
学
校
支
援
活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部

科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
の

中
で
育
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
町
が

「
ふ
る
さ
と
」
と
な
り
、
こ
の
美
し
い
自
然

と
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
く
れ

る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
ご
紹
介
し
た
取
組
を
含
め
、
現
在
、

平
成
24
年
に
制
定
し
た
「
平
生
町
参
加
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、住
民
・

各
種
団
体
・
事
業
者
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
邁
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に
、
平
成
12
年
に
発
足
し
た
「
ひ

ら
お
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
会
は
、
町
の
情
報
を
広
く
共
有

し
な
が
ら
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
で

町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
現
在
約
１
３
０
名
の
会
員
が
全
国
各

地
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か

ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
に
よ

る
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
度
ご
紹

介
し
た
取
組
に
つ
い
て
も
詳
細
に
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
平
生
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
際
に
は
、

『
ぜ
ひ
、
平
生
町
へ
お
い
で
ま
せ
！
』

平
生
町
長　

山
田　

健
一

※
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」
と

は
、
米
国
最
大
級
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
95

年
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
て
開
始
し
た
青
少
年
を

対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
現
在
は
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
韓
国
、

台
湾
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
使
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

△ひらおファンクラブロゴマーク
△�ひらおファンクラブフェイスブックページのカバー画像�
https://www.facebook.com/hiraofanclub

●
伏
す
こ
と
久
し
き
は

　
　

飛
ぶ
こ
と
必
ず
高
し

長
い
間
う
ず
く
ま
っ
て
力
を
蓄
え
て
い

た
鳥
は
、
い
っ
た
ん
飛
び
立
て
ば
必
ず
高

く
舞
い
上
が
る
。
力
を
た
く
さ
ん
蓄
え
れ

ば
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
、
と
い
う

意
味
の
言
葉
。

出
典
は
中
国
の
古
典
『
菜さ
い
こ
ん
た
ん

根
譚
』
で
、

内
乱
が
相
次
ぎ
人
び
と
の
心
が
荒
れ
果
て

た
混
迷
期
に
、
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め

の
指
針
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
。
処
世
訓

の
最
高
傑
作
と
称
さ
れ
、
松
下
幸
之
助
や

田
中
角
栄
、
野
村
克
也
な
ど
の
カ
リ
ス
マ

リ
ー
ダ
ー
が
、
こ
ぞ
っ
て
座
右
の
書
に
挙

げ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
「
長

い
間
地
に
伏
し
て
力
を
蓄
え
て
い
た
鳥
は

必
ず
高
く
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ほ
か
よ
り

先
に
咲
い
た
花
は
散
る
の
も
ま
た
早
い
。

こ
の
道
理
さ
え
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
道
を

見
失
っ
て
勢
い
を
な
く
す
こ
と
も
、
結
果

を
焦
っ
て
心
惑
わ
す
こ
と
も
な
い
」
と
い

う
一
節
が
あ
り
、
困
難
に
直
面
し
た
と
き

に
心
を
奮
い
立
た
せ
る
言
葉
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。

力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
結

果
を
出
せ
ず
、「
自
分
は
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
」
と
途
方
に
暮
れ
た
り
、
夏
の
暑
さ
も

手
伝
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
が
つ
の
る
こ
ろ
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
ど
ん
な
成
功
も
、
地
道

な
作
業
を
重
ね
て
こ
そ
。『
菜
根
譚
』
の
教

え
を
胸
に
、
い
つ
か
必
ず
飛
べ
る
と
信
じ

て
腐
ら
ず
実
績
を
積
み
た
い
と
こ
ろ
だ
。

コ
ト
バ
の
図
書
館
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
４
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
４

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ

く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
1
、
1
3
9
人

（
0
・
7
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り

2
、
2
1
8
件
（
2
・
6
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比
2
、
9
2
7
万
余
円
（
2
・
4
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件

数
で
前
年
度
よ
り
2
0
5
件
（
0
・
7
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
1
8
2
万
余
円
の
減

と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

2
、
４
6
5
台
（
1
・
3
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
7
、
5
8
7
万
余
円
（
1
・
5
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
82
件
（
18
・
8
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金

合
計
に
お
い
て
は
9
、
3
5
1
万
余
円
（
27
・
8
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の
給
付
に
つ
い
て

は
前
年
度
比
78
件
（
40
・
8
％
）
の
減
と
な
り
、
共

済
金
合
計
に
お
い
て
も
8
、
6
7
6
万
余
円
（
49
・

8
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金
の

給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
熊
本
地
方
地
震
の

発
生
に
よ
り
前
年
度
11
件
に
比
し
3
7
9
件
、
災
害

見
舞
金
に
し
て
1
億
3
、
1
1
４
万
余
円
の
給
付
が

あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

65
件
（
0
・
9
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
も
1
億
1
、
2
1
9
万
余
円
（
5
・
2
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
は
41
・

90
％
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
37
・
32
％
、
自
動
車

共
済
が
21
・
09
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

表 ３　平成28年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 2,516,457
２ 剰余金処分額 1,917,462

事業の利用分量に応ずる割戻金 1,689,462
地震等災害見舞金積立金 228,000

３ 次年度繰越剰余金 598,994

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成28年度 170,386人 16,423,300口 1,642,330,010円
平成27年度 171,525　 16,587,521　 1,658,752,170　
比 較 増 減 △ 1,139　 △ 164,221　 △ 16,422,160　
増 減 率 △ 0.7％ △ 1.0％ △ 1.0％
平成26年度 172,246　 16,623,458　 1,662,345,810　
平成25年度 173,240　 16,681,738　 1,668,173,800　

（注）△印は減を示す。
　　  出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

627,610円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成28年度 84,011件 19,909,364口 1,194,995,760円
平成27年度 86,229　 20,389,234　 1,224,272,570　
比 較 増 減 △ 2,218　 △ 479,870　 △ 29,276,810　
増 減 率 △ 2.6％ △ 2.4％ △ 2.4％
平成26年度 88,130　 20,762,262　 1,247,027,140　
平成25年度 89,906　 21,087,571　 1,266,154,850　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成28年度 28,449件 6,676,803口 334,212,310円
平成27年度 28,654　 6,711,370　 336,035,800　
比 較 増 減 △ 205　 △ 34,567　 △ 1,823,490　
増 減 率 △ 0.7％ △ 0.5％ △ 0.6％
平成26年度 28,672　 6,672,508　 334,089,920　
平成25年度 28,420　 6,570,277　 328,905,780　

（注）△印は減を示す。

表 １　貸借対照表
平成29年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

現金及び預貯金 5,565,880
有価証券 19,684,451
未収収益 34,918
その他資産 585,331
業務用固定資産 274,953
繰延税金資産 2,172,254

合　　計 28,317,789

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 13,533,969
支払備金 1,426,571
責任準備金 12,107,397

その他負債 133,267
引当金 9,975

負 債 計 13,677,212
出資金 1,641,702
法定準備金 7,026,852
地震等災害見舞金積立金 3,455,564
当期未処分剰余金 2,516,457

（うち当期剰余金） （1,986,511）
純資産計 14,640,576
合　　計 28,317,789

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 ２　損益計算書
平成28年４月１日から平成29年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

共済掛金 6,574,402
共済契約準備金戻入 6,107,171

支払備金戻入 1,981,545
責任準備金戻入 4,125,626

資産運用収益 206,212
集金事務手数料収入 20,779
雑収入 7,740

合　　計 12,916,305

支
出

支払共済金 2,611,213
見舞金等 132,848
共済契約準備金繰入 5,698,054

支払備金繰入 1,426,571
責任準備金繰入 4,271,482

事業経費 2,499,523
合　　計 10,941,639

経常剰余金 1,974,666
法人税等 140,112
法人税等調整額 △ 151,957
当期剰余金 1,986,511

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
八
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
八
年
度

町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成29年 8 月 7 日　10第3009号

情　報

p10-11 3009情報-平成28年度の概要報告.indd   10 2017/08/02   9:45:50



表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 28 年 度 189,886台 5,045,194,450円
平 成 27 年 度 192,351　 5,121,074,070　
比 較 増 減 △ 2,465　 △ 75,879,620　
増 減 率 △ 1.3％ △ 1.5％
平 成 26 年 度 194,592　 5,190,582,000　
平 成 25 年 度 197,160　 5,276,626,240　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 28 年 度 355件 219,802,228円 355件 17,711,542円 99件 4,553,500円 2件 630,000円 242,697,270円 20.3％
平 成 27 年 度 437　 295,153,462　 439　 32,612,583　 120　 8,196,723　 2　 245,792　 336,208,560　 27.5　
比 較 増 減 △ 82　 △ 75,351,234　 △ 84　 △ 14,901,041　 △ 21　 △ 3,643,223　 0　 384,208　 △ 93,511,290　 △ 7.2　
増 減 率 △ 18.8％ △ 25.5％ △ 19.1％ △ 45.7％ △ 17.5％ △ 44.5％ 0.0％ 156.3％ △ 27.8％ －　
平 成 26 年 度 584　 242,482,516　 589　 29,969,526　 141　 5,993,554　 2　 800,000　 279,245,596　 22.4　
平 成 25 年 度 513　 307,094,317　 515　 33,897,812　 161　 7,408,900　 3　 965,079　 349,366,108　 27.6　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 28 年 度 113件 75,303,487円 113件 11,283,288円 36件 903,304円 87,490,079円 26.2％
平 成 27 年 度 191　 151,066,440　 191　 21,488,744　 44　 1,701,051　 174,256,235　 51.9　
比 較 増 減 △ 78　 △ 75,762,953　 △ 78　 △ 10,205,456　 △ 8　 △ 797,747　 △ 86,766,156　 △ 25.7　
増 　 減 　 率 △ 40.8％ △ 50.2％ △ 40.8％ △ 47.5％ △ 18.2％ △ 46.9％ △ 49.8％ －　
平 成 26 年 度 183　 128,939,639　 185　 19,601,330　 58　 981,430　 149,522,399　 44.8　
平 成 25 年 度 157　 144,717,807　 157　 22,090,892　 58　 1,639,717　 168,448,416　 51.2　

（注）△印は減を示す。

表10　地震等災害見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平 成 28 年 度 379件 131,148,000円 346,037円
平 成 27 年 度 11　 1,677,000　 152,455　
比 較 増 減 368　 129,471,000　 193,582　
増 減 率 3,345.5％ 7,720.4％ 127.0％
平 成 26 年 度 34　 6,991,000　 205,618　
平 成 25 年 度 49　 13,487,000　 275,245　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額
平 成 28 年 度 6,245件 1,397,844,070円 797件 883,182,050円 7,042件 2,281,026,120円 45.2％
平 成 27 年 度 6,220　 1,346,811,232　 757　 822,023,528　 6,977　 2,168,834,760　 42.4　
比 較 増 減 25　 51,032,838　 40　 61,158,522　 65　 112,191,360　 2.8　
増  減  率 0.4％ 3.8％ 5.3％ 7.4％ 0.9％ 5.2％ －　
平 成 26 年 度 6,248　 1,357,336,979　 706　 511,010,069　 6,954　 1,868,347,048　 36.0　
平 成 25 年 度 6,685　 1,392,966,153　 707　 502,571,012　 7,392　 1,895,537,165　 35.9　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　　額 件　数 金　　額 金　額 金　　額

平 成 28 年 度 29件 870,000円 8件 830,000円 37件 1,700,000円
平 成 27 年 度 38　 1,140,000　 3　 300,000　 41　 1,440,000　
比 較 増 減 △ 9　 △ 270,000　 5　 530,000　 △ 4　 260,000　
増 　 減 　 率 △ 23.7％ △ 23.7％ 166.7％ 176.7％ △ 9.8％ 18.1％
平 成 26 年 度 35　 1,050,000　 5　 500,000　 40　 1,550,000　
平 成 25 年 度 43　 1,290,000　 7　 700,000　 50　 1,990,000　

（注）△印は減を示す。
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情　報

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況
調
査
結
果
を
発
表

－

総
務
省

　

総
務
省
は
7
月
4
日
、
2
0
1
6
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
実
態
を
発
表
し
た
。受
入
総
額
は
2
、

8
4
4
億
円
（
前
年
度
比
1
・
7
倍
）、
受
入
件
数

は
約
1
、
2
7
1
万
件
（
同
1
・
8
倍
）
で
、
い

ず
れ
も
過
去
最
高
。
受
入
額
の
ト
ッ
プ
は
前
年
に

引
き
続
き
宮
崎
県
都
城
市
で
、受
入
額
は
73
億
円
。

上
位
20
団
体
に
は
宮
崎
県
都
農
町
、
佐
賀
県
上
峰

町
、
長
野
県
小
谷
村
、
北
海
道
上
士
幌
町
、
高
知

県
奈
半
利
町
も
入
っ
て
い
る
。
返
礼
品
は
94
％
の

団
体
が
実
施
し
て
い
た
。
一
方
、
同
省
が
7
月
28

日
に
発
表
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
控
除
額
（
16
年
1

～
12
月
）
は
総
額
1
、
7
6
6
億
円
で
、
特
に
都

市
部
で
控
除
額
が
受
入
額
を
上
回
る
「
赤
字
」
と

な
っ
た
団
体
が
多
い
と
い
う
。
高
市
早
苗
総
務
相

は
7
月
5
日
の
記
者
会
見
で
、
返
礼
品
の
加
熱
競

走
是
正
に
向
け
た
今
年
4
月
の
通
知
を
受
け
て
受

入
額
上
位
2
0
0
団
体
の
う
ち
9
割
が
見
直
し
の

意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
20
団
体
弱
が
「
見
直
し

の
意
向
な
し
」と
回
答
し
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

　

一
方
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
考
え
る
初
の
全

国
首
長
会
議
が
7
月
12
日
、都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
健
全
な
発
展
を
目
指
す
自
治

体
連
合
」
な
ど
が
主
催
、
1
2
0
自
治
体
が
参
加

し
た
。
会
議
で
は
、
竹
中
貢
北
海
道
上
士
幌
町
長

や
黒
田
成
彦
長
崎
県
平
戸
市
長
が
取
組
状
況
な
ど

を
紹
介
。
総
務
省
の
池
田
達
雄
市
町
村
税
課
長
は

総
務
省
通
知
に
沿
っ
た
返
礼
品
過
当
競
争
の
是
正

な
ど
を
要
請
し
た
が
、
西
川
一
誠
福
井
県
知
事
は

過
当
競
争
も
「
や
が
て
落
ち
着
く
」
と
述
べ
た
。

◎
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
2
0
1
7
年
の

人
口
等
を
発
表

－

総
務
省

　

総
務
省
は
7
月
５
日
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

く
人
口
（
2
0
1
7
年
1
月
1
日
現
在
）
を
発
表

し
た
。
全
国
の
人
口
は
、1
億
2
、５
５
8
万
3
、

6
５
8
人
で
、前
年
に
比
べ
30
万
8
、0
8
4
人
、

0
・
24
％
減
少
。
8
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

ま
た
、
出
生
数
は
98
万
1
、
2
0
2
人
で
初
め
て

1
0
0
万
人
を
割
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、
東

京
都
、神
奈
川
県
、埼
玉
県
な
ど
6
都
県
で
増
加
、

41
道
府
県
で
減
少
し
た
。
ま
た
、
市
区
部
人
口
は

1
億
1
、
4
５
５
万
2
、
3
9
2
人
、
町
村
部
人

口
は
1
、
1
0
3
万
1
、
2
6
6
人
で
、
前
年
に

比
べ
そ
れ
ぞ
れ
0
・
13
％
、
1
・
41
％
減
少
。
市

区
部
で
は
78
％
の
6
3
５
団
体
、
町
村
部
で
は

88
％
の
8
2
2
団
体
で
減
少
し
た
。
な
お
、
外
国

人
住
民
は
2
3
2
万
3
、
4
2
8
人
で
前
年
比

14
万
8
、
9
５
9
人
、
6
・
85
％
増
加
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
7
月
５
日
、
17
年
度
の
ふ
る

さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
に
青
森
市
や
長
野
県

木
曽
町
、
同
白
馬
村
、
島
根
県
川
本
町
な
ど
10
団

体
を
選
定
し
た
。
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
人
や
仕

事
の
流
れ
創
出
に
向
け
、
地
方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
・
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備

を
補
助
す
る
。
ま
た
、
16
年
度
の
移
住
相
談
窓
口

で
の
相
談
受
付
件
数
が
21
万
3
、
0
0
0
件
で
、

前
年
度
よ
り
7
万
1
、
0
0
0
件
増
加
し
た
と
発

表
し
た
。

◎
地
方
分
権
改
革
の
提
案
募
集
、
市
町
村
の

提
案
が
増
加

－

内
閣
府

　

内
閣
府
は
7
月
7
日
、
2
0
1
7
年
の
地
方
か

ら
の
提
案
募
集
の
結
果
を
発
表
し
た
。
提
案
は
前

年
比
8
件
増
の
合
計
3
1
1
件
で
、
市
町
村
か
ら

の
提
案
が
1
3
0
団
体
（
前
年
96
団
体
）
に
増
え

た
ほ
か
、
共
同
提
案
も
増
え
た
。
分
野
別
で
は
医

療
・
福
祉
が
1
1
５
件
で
最
も
多
い
。
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
「
従
う
べ
き
基
準
」
見
直
し

（
全
国
町
村
会
等
）、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
見
直
し
（
和
歌
山
県
有
田
川
町
等
）、社
会
保

障
分
野
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
事
務
の
追
加
（
山

口
県
の
全
市
町
村
）、市
民
農
園
開
設
者
の
要
件
緩

和
（
兵
庫
県
多
可
町
）、罹
災
証
明
制
度
の
見
直
し

（
大
分
県
日
出
町
等
）、
大
臣
承
認
を
受
け
た
ド

ロ
ー
ン
の
悪
質
飛
行
の
中
止（
山
梨
県
忍
野
村
等
）

な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
政
府
は
年
末
に
「
対
応
方

針
」
を
閣
議
決
定
す
る
。

　

一
方
、
総
務
省
は
7
月
7
日
、
広
域
連
携
が
困

難
な
市
町
村
に
お
け
る
補
完
の
あ
り
方
研
究
会
報

告
を
発
表
し
た
。
都
道
府
県
が
小
規
模
市
町
村
の

事
務
を
補
完
す
る
「
事
務
の
代
替
執
行
」
は
活
用

が
低
調
で
小
規
模
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
と
も
乖
離
し

て
お
り
、
新
た
な
支
援
手
法
が
必
要
だ
と
指
摘
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
①
都
道
府
県
と
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
協
働

的
な
手
法
」
②
小
規
模
市
町
村
が
事
務
実
施
を
選

択
可
能
な
「
処
理
水
準
・
手
法
の
柔
軟
化
」

－

に

つ
い
て
評
価
と
課
題
な
ど
を
整
理
し
た
。

◎
日
Ｅ
Ｕ
経
済
協
力
協
定
の
大
枠
合
意
を
受

け
対
応
方
針
決
定

－

政
府

　

政
府
は
7
月
14
日
、
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
の

大
筋
合
意
を
受
け
て
、
総
合
的
な
政
策
対
応
の
基

本
方
針
を
決
め
た
。
今
後
の
関
税
撤
廃
に
向
け
、

木
材
製
品
の
加
工
施
設
の
効
率
化
や
豚
肉
・
鶏
肉
・

鶏
卵
・
乳
製
品
な
ど
の
輸
出
条
件
の
改
善
・
国
内

の
環
境
整
備
を
図
る
と
し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産

省
は
7
月
19
日
、「
広
告
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
、
外
食
業
等
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の
使
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。「
○
○

牛
」
な
ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
証
と
な
る
「
Ｇ
Ｉ

マ
ー
ク
」（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）
が
2
0
1
５

年
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
今
年
7
月
時
点
で
26
道

府
県
の
36
品
目
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｉ
産

品
を
使
用
し
た
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
際
の
扱
い
が
不
明
確

な
た
め
、
そ
の
使
用
ル
ー
ル
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
7
月
4
日
、
森
林
の
管
理
・

活
用
で
関
係
府
省
に
勧
告
し
た
。
人
工
林
の
本
格

的
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
小
規
模
な
土
地
所

有
者
が
多
く
活
用
さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
し
、

①
市
町
村
は
森
林
の
土
地
所
有
を
把
握
②
森
林
経

営
計
画
の
認
定
要
件
を
判
定
す
る
ツ
ー
ル
の
導
入

促
進
③
木
材
需
要
拡
大
に
向
け
国
の
庁
舎
の
厳
格

な
耐
火
規
制
の
見
直
し

－

な
ど
を
要
請
し
た
。

◎
買
物
弱
者
対
策
で
実
態
調
査
し
関
係
府
省

に
通
知

－

総
務
省

　

総
務
省
は
7
月
19
日
、
買
物
弱
者
対
策
に
関
す

実
態
調
査
を
ま
と
め
た
。
そ
の
実
数
は
、
農
林
水

産
省
3
2
7
万
人
、
経
済
産
業
省
7
0
0
万
人
程

度
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
将
来
も
増
加
が
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
買
物
弱
者
対
策
（
67
市
町
村
対

象
）
を
み
る
と
、
実
施
主
体
は
営
利
企
業
・
商
工

会
・
地
域
住
民
組
織
・
社
会
福
祉
法
人
な
ど
様
々

だ
が
、
調
査
対
象
1
9
3
件
の
う
ち
黒
字
は
87
件

で
、
30
件
は
補
助
金
等
で
赤
字
を
補
て
ん
。
中
に

は
赤
字
を
自
己
負
担
し
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
さ

ら
に
買
物
弱
者
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
自
治
体

は
約
半
数
、
推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
る
団
体
は

25
％
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
関
係
府
省
に
買
物
弱

者
対
策
関
係
施
策
の
情
報
の
共
有
、
自
治
体
に
は

実
態
を
把
握
し
買
物
弱
者
対
策
へ
の
認
識
向
上
を

求
め
た
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
は
6
月
30
日
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
確
保
の
中
間
ま
と
め
を
公
表
し
た
。
高

齢
者
が
移
動
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
①
公
共

交
通
機
関
利
用
へ
自
治
体
の
助
成
②
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
相
乗
り
促
進
③
自
家
用
有
償
運
送
の
円
滑

化
④
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
連
携

－

な
ど
を
提
言
し
た
。
ま
た
、
同
省
は
7
月
21
日
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
で
提
言
を
ま
と
め

た
。
交
通
事
業
者
の
経
営
努
力
や
地
域
住
民
に

「
乗
っ
て
残
す
」必
要
性
の
自
覚
を
求
め
る
と
と
も

に
、
自
治
体
に
は
地
域
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
活
性
化
の
取
組
み
牽
引
を
要
請
し
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田
正
夫
）
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「
広
報
ゆ
が
わ
ら
」
6
0
0
号
を
記
念
し
て
、

2
0
1
1
年
に
広
報
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。“
た
ぬ
き
”
が

発
見
し
た
と
言
わ
れ
る
温
泉
が
町
内
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
た
ぬ
き
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

5
匹
の
仲
良
し
た
ぬ
き
が
“
ゆ
た
ぽ
ん
フ
ァ
イ

ブ
”
と
し
て
変
身
し
、
ち
ょ
い
悪
組
織
“
リ
ト

ル
キ
ャ
ッ
ツ
”
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
と
闘
う
の
だ

と
か
。
ゆ
た
ぽ
ん
レ
ッ
ド
の
楓ふ
う

太た

と
ゆ
た
ぽ
ん

ブ
ル
ー
の
海か
い

人と

は
観
光
名
所
の
「
も
み
じ
」
と

「
海
」
を
、
ゆ
た
ぽ
ん
イ
エ
ロ
ー
の
た
ん
平ぺ
い

は

特
産
品
で
町
の
花
の
「
み
か
ん
」
を
、
ゆ
た
ぽ

ん
ピ
ン
ク
の
さ
く
ら
は
町
の
木
「
桜
」
を
、
ゆ

た
ぽ
ん
グ
リ
ー
ン
の
小こ

太た

郎ろ
う

は
町
の
鳥
「
メ
ジ

ロ
」
を
、5
匹
そ
れ
ぞ
れ
が
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
。
グ
ッ
ズ
も
た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
た
ぽ
ん
フ
ァ
イ
ブ
は
、
町
の
平
和
と
笑
顔
を

守
り
な
が
ら
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
町
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
日
々
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　

小
川
町
で
1
3
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
「
小
川
和
紙
」
の
発
展
を
願
い
、
戦
後
ま
も

な
く
始
ま
っ
た
「
小
川
町
七
夕
ま
つ
り
」。

2
0
0
6
年
、
こ
の
お
祭
り
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
て
誕
生
し
、
い
つ
の
日
か

み
ん
な
の
夢
や
希
望
が
叶
う
よ
う
「
星
に
願
い

を
」
込
め
て
命
名
さ
れ
た
の
が
、「
星
夢
ち
ゃ
ん
」

で
す
。
毎
年
七
夕
ま
つ
り
に
は
、
町
内
の
園
児

た
ち
に
よ
る
「
星
夢
ち
ゃ
ん
塗
り
絵
」
が
多
数

掲
示
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
大
人

気
。
埼
玉
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

所
属
す
る
埼
玉
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
集
団

「
ゆ
る
玉
応
援
団
」
に
入
団
し
、「
小
川
町
か
ら

埼
玉
を
明
る
く
し
た
い
」
と
活
動
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
に
は
、
七
夕
ま
つ
り

だ
け
で
な
く
、
町
全
体
を
P
R
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
昇
格
。
今
で
は
一
年
を
通
し
て
、

町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

町
の
P
R
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（写真左から・名前：年齢・性別・得意技）
さくら：12歳・女の子・サクラ吹雪トル
ネード、小太郎：8歳・男の子・催眠術＆
コジローアタック、楓太：10歳・男の子・
もみじビンタ、海人：10歳・男の子・サー
フィンバリア、たん平：10歳・男の子・
みかんの皮手裏剣

年
齢
・
性
別
・
誕
生
日
不
詳
。
短
い
腕
に
大
き
な
夢
を
抱
え
、

陽
気
で
熱
い
心
の
持
ち
主
。
得
意
技
は
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ

な
ら
ぬ
、“
ば
ん
じ
ぃ
ジ
ャ
ン
プ
”。
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は

胸
と
お
腹
で
キ
ラ
リ
と
光
る
ラ
イ
ト

7
月
7
日
生
ま
れ
。
み
ん
な
の
夢
を
叶
え
る
た
め
「
天
の
川
」
か

ら
舞
い
降
り
て
き
た
幸
運
の
天
使
。
短
冊
型
の
ボ
デ
ィ
に
笹
の
葉

や
星
を
あ
し
ら
っ
た
と
こ
ろ
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
。
特
技
は
も
ち

ろ
ん
夢
を
叶
え
る
こ
と

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

福島県磐梯町
埼玉県小川町

神奈川県湯河原町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

町
名
「
ば
ん
だ
い
」
の
響
き
が
同
じ
と
い
う

つ
な
が
り
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
（
株
）

バ
ン
ダ
イ
の
協
力
を
得
て
2
0
1
4
年
に
誕
生

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
町
民
へ
の
公
募
に
よ
り

選
定
さ
れ
た
愛
称
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
風
の
見
た
目

か
ら
「
ロ
ボ
」、
町
名
か
ら
「
ば
ん
」、
観
光
名

所
の
史
跡
・
慧え

日に
ち

寺じ

の
「
じ
ぃ
」
を
と
っ
て
名

付
け
ら
れ
た
も
の
。
日
本
名
水
百
選
に
選
ば
れ

た
「
磐
梯
西
山
麓
湧
水
群
」
の
美
し
い
水
に
育

て
ら
れ
た
お
米
や
野
菜
、
ソ
バ
な
ど
を
P
R
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
に
は
、
わ
か
り
や
す

い
歌
詞
と
簡
単
な
動
き
を
取
り
入
れ
た
「
ロ
ボ

ば
ん
じ
ぃ
体
操
」
を
発
表
し
、
老
若
男
女
の
健

康
増
進
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
町
内
の
小
規
模
な

交
流
会
や
大
好
き
な
お
祭
り
だ
け
で
な
く
、
県

内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
多

く
の
人
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

Vol.27

東
ブ
ロ
ッ
ク

福
島
県
磐ば

ん

梯だ
い

町ま
ち

神
奈
川
県
湯ゆ

が

わ

ら

ま

ち

河
原
町

埼
玉
県
小お

川が
わ

町ま
ち

次
回
は
、
中
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
信
・
東
海
・
近
畿
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

小
川
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

湯
河
原
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ロ
ボ
ば
ん
じ
ぃ

星す

た

む夢
ち
ゃ
ん

磐
梯
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ゆ
が
わ
ら
戦せ

ん

隊た
い

ゆ
た
ぽ
ん
フ
ァ
イ
ブ
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平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）、20
日
（
金
）

に
佐
賀
県
に
お
い
て
「
全
国
過
疎
問
題
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
in
さ
が
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昭
和
63
年
に
第

1
回
目
を
開
催
し
て
以
来
、
今
回
で
29
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
が
輝
く
地
域
づ

く
り
～
自
発
と
誇
り
が
地
域
を
変
え
る

～
」
で
す
。
全
国
各
地
の
優
れ
た
取
組
を

知
り
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
地
域
に
お
け
る
取
組
の
促

進
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
の

持
つ
可
能
性
や
価
値
を
再
評
価
す
る
契
機

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
総
務
省
、

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

会
（
佐
賀
県
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

連
盟
、
佐
賀
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議

会
）
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

1
日
目
は
、
佐
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優

良
事
例
表
彰
式
、
基
調
講
演
及
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

基
調
講
演
に
は
、
山
崎
亮
氏
（(

株)

s
t
u
d
i
o-

L
代
表
）
に
「『
縮
充
』

す
る
地
域
を
目
指
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
飯
盛
義
徳
氏
（
慶
應
義

塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）
を
迎
え
、

千
綿
由
美
氏
（
む
ら
つ
む
ぎ
代
表
）、
渡

邊
法
子
氏
（
ア
イ
・
エ
ス
・
ケ
ー
合
同
会

社
代
表
）、
佐
賀
県
過
疎
地
域
自
立
促
進

協
議
会
会
長
、
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ

く
山
崎
亮
氏
の
4
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

2
日
目
は
、
佐
賀
県
内
の
4
ヶ
所
（
唐

津
市
、
多
久
市
、
白
石
町
、
太
良
町
）
で

分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。
唐
津
市
、
多
久

市
で
は
、
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事

例
の
発
表
を
、
白
石
町
、
太
良
町
で
は
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
午
後
か
ら
は
各
会
場
の
地
域
な
ら
で

は
の
取
組
に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行
い
ま

す
。

　

唐
津
市
で
は
日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定

さ
れ
た
「
蕨
野
の
棚
田
」
や
、
全
国
に
多

く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
万
齢
の
蔵
元
で
あ
る

「
小
松
酒
造
」
等
、
多
久
市
で
は
廃
校
を

活
用
し
た
多
久
市
児
童
セ
ン
タ
ー
「
あ
じ

さ
い
」
や
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
多
久
聖
廟
」
等
、
白
石
町
で

は
水
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
「
縫
ノ
池
」
や
、
干
満
差
日
本

一
の
有
明
海
を
望
む
「
新
有
明
漁
港
」、

太
良
町
で
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し

て
「
み
か
ん
狩
り
体
験
」
や
、
地
産
品
を

多
く
揃
え
る
「
道
の
駅
太
良
」
等
を
視
察

す
る
予
定
で
す
。

　

過
疎
地
域
の
関
係
者
が
一
同
に
集
ま
る

数
少
な
い
機
会
で
す
。
是
非
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
８
４
０-

８
５
７
０

佐
賀
県
佐
賀
市
城
内
１-

１-

59

佐
賀
県
さ
が
創
生
推
進
課
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
５
２-

２
５-

７
３
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
５
２-

２
５-

７
４
２
３

「全国過疎問題シンポジウム2017 inさが」を開催

八
月
【
葉
月
】

　

葉
月
の
名
の
由
来
：
旧
暦
八
月
は
秋
。

木
の
葉
が
色
づ
く
頃
で
「
は
づ
き
」、
ま

た
は
落
葉
が
始
ま
る
の
で
「
葉
落
ち
月
」

を
縮
め
て
「
葉
月
」
と
い
う
説
。
稲
穂
が

実
る
時
期
で
「
穂ほ

張は

り
月
」
や
南
か
ら
季

節
風
の
「
南は

風え

」
が
吹
く
の
で
「
南
風
月
」

と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

夏
休
み

　

暑
い
時
季
に
、
心
身
の
休
養
を
目
的
に

設
け
ら
れ
る
長
い
お
休
み
が
夏
休
み
。
子

ど
も
は
と
も
か
く
、
夏
季
休
暇
は
欧
米
に

比
べ
て
ま
だ
ま
だ
少
な
い
日
本
。
さ
ら
に

せ
っ
か
く
の
休
暇
も
民
族
大
移
動
の
帰
省

で
終
わ
り
、
残
っ
た
の
は
帰
省
疲
れ
、
と

い
う
こ
と
も
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
は
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
で
し
た
が
、
親
に

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
早
く
終
わ
っ
て
く
れ

と
願
う
ば
か
り
？　

悲
喜
こ
も
ご
も
で
は

あ
り
ま
す
が
、
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
ね
。

お
盆
　
八
月
十
三
日
～
十
六
日

　

先
祖
の
魂
を
迎
え
て
供
養
す
る
、
イ
ン

ド
や
中
国
を
経
て
飛
鳥
時
代
に
日
本
に
伝

わ
っ
た
仏
教
行
事
で
し
た
。
ご
先
祖
さ
ま

に
ふ
れ
る
日
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
族
が

集
ま
る
日
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
十
三
日
は

お
盆
の
初
日
。
迎
え
火
を
焚
い
て
、
先
祖

の
魂
を
家
に
迎
え
ま
す
。
お
盆
飾
り
の
胡

瓜
の
馬
や
茄
子
の
牛
は
精

し
ょ
う
り
ょ
う霊
馬ま

と
い
い
ま

す
。十
六
日
は
お
盆
の
最
終
日
で
送
り
盆
。

送
り
火
を
焚
い
て
先
祖
の
霊
を
ま
た
送
り

出
し
ま
す
。

暑
気
払
い

　

暑
い
夏
に
冷
た
い
も
の
や
体
を
冷
や
す

効
果
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
、
体
に
た

ま
っ
た
熱
気
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
こ

と
。
暑
さ
を
払
い
の
け
る
と
い
う
意
味
。

と
は
い
え
現
代
で
は
、
暑
気
払
い
＝
飲
み

会
と
い
う
の
が
通
説
（
？
）。
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
最
近
の
日
本
の

夏
は
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す
。
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
て
冷
た
い
も
の
を
飲
み
、

そ
ん
な
暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
こ
え
ま

し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
歳
時
記

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
８
月
14
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
０
１
０
号
は
８
月
21
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
、
公
益
財
団

法
人
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所

（
旧
・
財
団
法
人
東
京
市
政
調
査
会
）
の
発

行
す
る
月
刊
誌
『
都
市
問
題
』
の
特
集
な
ど

か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
選
び
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

第
46
回
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
、「
自

治
体
の
「
人
手
不
足
」
を
ど
う
乗
り
越
え
る

か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

開
催
趣
旨

　

自
治
体
の
総
職
員
数
は
１
９
９
４
年
に
３

２
８
万
２
千
人
余
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後

の
経
済
・
財
政
の
停
滞
を
受
け
た
定
員
抑
制

に
よ
っ
て
減
少
し
続
け
、
２
０
１
６
年
に
は

２
７
３
万
７
千
人
余
と
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
一
般
行
政
部
門
で
は
対
94
年
比
で
22
％

と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
加
え
て
職
員
の

年
齢
構
成
も
い
び
つ
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。

自
治
体
は
こ
う
し
た
定
員
の
減
少
を
非
正
規

職
員
の
雇
用
や
外
部
委
託
に
よ
っ
て
カ
バ
ー

し
て
い
る
も
の
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
へ
の
議
論
は
尽
き
な
い
。
自
治
体
は
公
共

部
門
を
支
え
る
人
材
を
い
か
に
獲
得
し
育
成

し
て
い
く
べ
き
か
。
自
治
体
行
政
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
を
議
論
す
る
。

日
　
　
程

　

２
０
１
7
年
9
月
30
日
（
土
）

�

13
：
30
～
16
：
30
（
開
場
13
：
00
）

　

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　

10
階
ホ
ー
ル

（
〒
１
０
０－

０
０
１
１
東
京
都
千
代
田
区

内
幸
町
２－

２－

１
）

出
演
者

〈
基
調
講
演
〉

西
尾　
　

隆
氏
（
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学

部
教
授
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

上
林　

陽
治
氏
（
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治

総
合
研
究
所
研
究
員
）

平
野　

公
三
氏
（
岩
手
県
大
槌
町
長
）

山
本　

悟
司
氏
（
京
都
府
建
設
交
通
部
長
）

渡
辺　

寛
人
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

事
務
局
長
）

西
村　

美
香
氏
（
成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
）

＜

司
会＞

〔
参
加
費
〕

　

無
料

〔
参
加
申
込
み
〕

　

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.tim
r.o
r.jp

）

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
込
み
期
限
〕

　

２
０
１
7
年
９
月
28
日
（
木
）

※�

満
席
と
な
り
し
だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
先
〕

　

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３－

３
５
９
１－

１
２
３
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３－

３
５
９
１－

１
２
０
９

自
治
体
の「
人
手
不
足
」を
ど
う
乗
り
越
え
る
か

（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所（
旧
・
東
京
市
政
調
査
会
）

第46回
『都市問題』
公開講座
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大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口

減
少
の
中
で
、「
如
何
に
町
民
の
生
活
を

守
る
か
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
郎
潟

町
も
例
に
違
わ
ず
、
前
回
、「
第
５
次
八

郎
潟
町
基
本
構
想
」
の
中
で
多
く
の
有
識

者
・
町
民
、
そ
れ
に
行
政
が
全
力
を
傾
注

し
て
「
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
の
全
能
を

投
入
し
て
も
な
お
、
人
口
問
題
の
状
況
は

改
善
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
想
定
を
上
回
る
社
会
環
境
の
悪
化

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
町
民
と
の
協
働
」

と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
変
難
し
い
こ

と
も
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
昨
年
、
再

度
、町
民
と
の
協
働
を
全
面
に
掲
げ
た「
住

み
た
い
町
・
住
み
続
け
た
い
町
」
を
目
指

し
、「
シ
ニ
ア
活
躍
支
援
組
織
設
立
準
備

室
」
を
庁
舎
内
に
立
ち
上
げ
て
、
専
任
す

る
町
民
を
１
年
間
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用

し
、
行
政
職
員
が
こ
れ
を
支
援
す
る
組
織

と
し
ま
し
た
。

「
シ
ニ
ア
活
躍
支
援
組
織
」
は
、
現
役

を
退
い
た
シ
ニ
ア
の
経
験
・
知
識
・
人
脈

と
時
間
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
人
的
資
源
と

し
て
活
か
そ
う
と
い
う
考
え
で
す
が
、
こ

れ
に
は
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、「
若
者
の
夢
・
女
性
の
感

性
を
取
り
入
れ
、
高
齢
者
が
実
践
す
る
」

と
い
う
も
の
で
、
昨
年
７
月
に
「
夢
を
語

り
合
お
う
・
八
郎
潟
」
と
い
う
全
町
民
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。「
夢
」
は
、
従
来
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
「
改
革
を
目
指
す
」
と

の
思
い
を
意
味
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
参
加
者
の
中
か
ら
、
こ

れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
ち
づ
く
り
に

活
躍
し
て
き
た
方
々
な
ど
、
18
名
か
ら
な

る
「
夢
の
実
現
に
取
り
組
む
設
立
準
備
委

員
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
本
年
２
月
、
正

会
員
64
名
、
賛
助
会
員
10
名
か
ら
な
る
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
（
は

ち
ら
ぼ
）」
の
設
立
総
会
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
若
者
４
名
、
女

性
４
名
が
参
画
し
、
さ
ら
に
そ
の
若
者
や

女
性
の
仲
間
も
事
案
毎
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
こ
の
運
動
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
年
度
の
事
業
と
し
て
、
商
店
街
の
中

で
空
き
店
舗
が
目
立
つ
一
角
に
、
集
客
装

置
と
な
る
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
「
生
鮮
食

料
品
店
」、
町
の
も
っ
た
い
な
い
資
源
を
お

金
に
換
え
る
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、
町

の
料
理
自
慢
が
高
齢
者
や
子
育
て
・
共
働

き
で
忙
し
い
家
庭
の
た
め
な
ど
に
総
菜
等

を
提
供
す
る
「
食
品
加
工
工
場
」、
更
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
共
に
活
用

で
き
る
「
貸
事
務
所
」「
会
議
室
」、
そ
し

て
町
民
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
」と
懸

案
で
あ
っ
た
ま
ち
な
か
の
「
公
衆
ト
イ
レ
」

を
開
設
し
、
商
店
街
全
体
の
再
生
を
図
る

皮
切
り
と
し
て
の
事
業
を
始
め
ま
す
。

隣
接
す
る
町
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
立
地
し
て
お
り

ま
す
が
、
近
年
で
は
高
齢
化
時
代
を
受
け

て
、
こ
れ
ら
商
業
施
設
の
利
用
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
等
対
応
に
は
目
を
見
張
る
も
の

さ
え
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
集
客
力
を

持
つ
商
業
施
設
に
も
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
我
が
町
の
経
済
環
境
の
中
で
、
厳
し
い

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
商
店
街
の

状
況
を
知
る
識
者
の
多
く
か
ら
は
、
町
の

新
た
な
事
業
展
開
を
危
ぶ
む
声
も
多
数
聞

か
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
人
口

が
減
少
し
、
高
齢
者
が
町
の
大
多
数
を
占

め
る
時
代
が
来
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は

未
だ
先
の
話
。
今
か
ら
そ
の
対
策
に
着
手

し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
手
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

加
え
て
、
商
店
街
の
再
生
に
は
別
の
目

的
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
将
来
の
高
齢

者
を
支
え
る
時
代
に
備
え
る
た
め
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
に
す
る
」
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
商
店
街
に
は

古
く
か
ら
の
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
し
て
き
た
歴
史
的
な
役
割
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ど
う
し
て
も
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
商
店

主
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
、
全
町
民
の
理

解
と
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

人
口
６
千
人
、秋
田
県
で
最
も
狭
い
町
、

か
つ
人
口
密
度
の
最
も
高
い
町
、
県
都
秋

田
市
と
の
距
離
は
約
30
㎞
で
、
Ｊ
Ｒ
線
が

１
日
片
道
28
本
、
国
道
と
秋
田
自
動
車
道

が
並
走
す
る
こ
の
町
に
と
っ
て
、
県
都
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
機
能
を
強
化
し
つ
つ
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
の
思
い
を

込
め
た
、
我
が
八
郎
潟
町
の
協
働
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま

し
た
。

畠
はたけ

山
やま

　菊
きく

夫
お

秋田県八
はち

郎
ろう

潟
がた

町長

町民と行政の協働による 
「まちづくり」への挑戦
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